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（95％信頼区間 2.22-7.92、p <0.001）であり高 chemerin 血症は
大腸腺腫のオッズ比を有意に高めた。また血清 chemerin濃度は腺腫




<0.005）。ハザード比は 2.93倍（95％信頼区間 1.18-7.68、p <0.005）
であり、症例対照研究と前向き検討のいずれにおいても高 chemerin
血症は大腸腺腫発生のリスク因子であることが分かった。 
 
【結論】 
本研究では、大腸腺腫で血清 chemerin濃度の上昇がみられ、腺腫の
数と相関し、高 chemerin血症が大腸腺腫のリスクを高める要因の一
つであることが初めて示された。肥満やメタボリックシンドローム
における代謝や炎症に関わる chemerin の大腸腺腫の発育進展への
関与が示唆され、興味深い知見と考えられた。 
 
